
委員会報告

本会議での討論
議
第
60
号　
令
和
4
年
度
高
島

市
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算

の
認
定
に
つ
い
て

反　
対

藤
田　
　
昭 

議
員

農
産
物
等
輸
出
拡
大
施
設
整
備
事

業
に
つ
い
て
、
市
は
県
に
補
助
金
の

概
算
払
い
を
請
求
す
る
こ
と
な
く

3
億
7
3
7
5
万
円
を
一
般
財
源
か

ら
立
て
替
え
た
。
こ
れ
ら
が
今
日
の

混
乱
を
引
き
起
こ
し
た
要
因
で
あ
る

本
決
算
を
認
定
す
る
こ
と
は
、
議
会

が
持
つ
行
政
監
視
機
能
と
い
う
最
大

の
権
能
を
放
棄
す
る
こ
と
に
な
る
。

賛　
成

中
川
あ
ゆ
こ 

議
員

令
和
４
年
度
は
、
財
政
健
全
化
法

に
基
づ
く
将
来
負
担
比
率
が
初
め
て

「
将
来
負
担
な
し
」
と
な
っ
た
。
こ

れ
は
、
こ
れ
ま
で
か
ら
の
行
財
政
改

革
の
取
り
組
み
の
成
果
が
表
れ
た
も

の
で
あ
り
、
今
後
も
引
き
続
き
、
行

政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
一
層
努
め
て

い
た
だ
く
こ
と
を
期
待
す
る
。

反　
対

福
井　
節
子 

議
員

農
産
物
等
輸
出
拡
大
施
設
整
備

事
業
に
お
い
て
、
事
業
者
に
3
億

7
3
7
5
万
円
を
概
算
払
い
を
し
た

が
、
市
長
は
「
成
果
は
得
ら
れ
て
な

い
」
と
答
弁
さ
れ
た
と
お
り
、「
最

少
の
経
費
で
最
大
の
効
果
」
で
は
な

く
「
最
大
の
経
費
で
、
成
果
ゼ
ロ
」

の
事
態
を
招
き
、
注
意
義
務
を
怠
っ

て
お
り
不
適
で
あ
る
。

本会議での討論
議
第
61
号　
令
和
4
年

度
高
島
市
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
歳
入
歳
出

決
算
の
認
定
に
つ
い
て

反　
対森

脇　
　
徹 

議
員

県
下
13
市
の
中
で
も
市
の
国

保
税
率
は
高
い
。7
2
5
5
万

円
を
基
金
に
積
み
立
て
基
金

残
高
は
4
億
3
9
0
0
万
円

に
も
な
っ
て
お
り
、
こ
の
基

金
を
被
保
険
者
の
負
担
軽
減

に
使
う
べ
き
で
あ
っ
た
。
ま

た
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

と
健
康
保
険
証
が
一
本
化
さ

れ
る
こ
と
で
、
ト
ラ
ブ
ル
が

全
国
的
に
多
発
し
て
い
る
。

賛　
成磯

部　
亜
希  

議
員

平
成
30
年
度
の
制
度
改
正

以
降
、
黒
字
の
決
算
が
続
い

て
お
り
、
医
療
費
の
抑
制
に

努
め
、
国
保
税
を
増
額
改

定
す
る
こ
と
な
く
安
定
し
た

運
営
が
な
さ
れ
て
い
る
。
そ

の
努
力
が
国
か
ら
の
交
付
金

の
増
額
に
も
つ
な
が
っ
て

い
る
。

本会議での討論
議
第
65
号　
令
和
4
年

度
高
島
市
水
道
事
業
会

計
利
益
の
処
分
お
よ
び

決
算
の
認
定
に
つ
い
て

反　
対森

脇　
　
徹 

議
員

市
は
電
力
・
ガ
ス
等
価
格

高
騰
に
対
す
る
支
援
を
行
っ

た
一
方
で
、
上
水
道
料
金
を

15
％
引
き
上
げ
て
い
る
。一
般

家
庭
の
料
金
は
、
大
口
利

用
者
の
使
用
料
金
よ
り
割

高
で
あ
る
。
4
8
7
8
万
円

も
の
黒
字
決
算
で
あ
り
、

2
カ
月
の
使
用
水
量
が

10
㎥
以
下
の
一
般
家
庭
に
は

減
免
す
べ
き
で
あ
っ
た
。

賛　
成山

下　
　
巧 

議
員

施
設
の
防
災
対
策
や
統
廃

合
お
よ
び
管
路
の
更
新
の
た

め
、
施
設
の
改
良
や
工
事
の

実
施
等
、
水
道
水
の
安
定
供

給
に
向
け
て
適
切
に
取
り
組

ま
れ
て
い
る
。
当
年
度
純
利

益
は
、
前
年
度
比
較
で
は
減

少
し
て
い
る
が
、
総
じ
て
事

業
経
営
へ
の
努
力
が
う
か
が

え
る
。
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